
氏名

そう いんほ 所属

職名

最終学歴 学位

学科・院の別

1 単位 18.0 時間 時間 口腔保健学科

1 単位 18.0 時間 時間 口腔保健学科

1 単位 18.0 時間 時間 口腔保健学科

2 単位 30.0 時間 時間 院

1 単位 時間 40.0 時間 口腔保健学科

医療健康統計学

歯科疫学・統計学特論

実習時間数

う蝕予防処置実習

(５つまで)

共同研究等の
実績

研 究 分 野 口腔疾患の疫学　

研究課題

課題名 乳幼児のう蝕罹患に関する疫学調査研究

キーワード
乳幼児　う蝕　疫学　健康格差

取得した実用新案特許等

産 学 官 連 携
可 能 ・ 希 望 分 野

（著書・発表論文等）

所 属 学 会
（ 主 要 ５ 件 ）

日本口腔衛生学会　日本小児歯科学会　　日本歯科衛生学　日本歯科衛生教育学会会　日本歯科医学教育
学会

林加奈子、邵　仁浩、辻澤利行、泉繭依、船原まどか、本田尚郁、中道敦子、引地尚子: 「回復期リハビリテーション
病棟における多職種連携」に関するコンピュータシミュレーション教材の有用性. 日本歯科衛生教育学会雑誌 11(1): 
42-47, 2020.

船原まどか、邵　仁浩、本田尚郁、泉繭依、中道敦子、辻澤利行、高橋由希子、引地尚子: ブラッシング後の唾液中細
菌数の推移―清拭と含嗽の効果について―. 日本歯科衛生学会雑誌 14(2): 67–72, 2020.

角田聡子、邵　仁浩、葭原明弘、福井誠、岩崎正則、諏訪間加奈、鶴田実穂、平山綾、片岡正太、茂山博代、横田誠、
牛島直文、玉木直文、伊藤博夫、安細敏弘: 小児の歯肉炎評価におけるGCFの応用に関する検討. 口腔衛生会誌 69(1): 
19–26, 2019.

 Kataoka S, Iwasaki M, Takahashi T, Tsuruta M, Kakuta S, Soh I, Ansai T. Effects of ritual tooth 
extraction on development of mandibular torus in Jomon people of Japan. Asian Journal of Paleopathology. 
2, 9–20, 2018.

園木一男、邵　仁浩、濱嵜朋子、秋房住郎、福原正代、粟野秀慈、安細敏弘: 8歳一般地域住民における糖尿病と骨粗
鬆症の生命予後への影響. 糖尿病 61: 757-764, 2018.

産 学 官 連 携 実 績
（ 主 要 ３ 件 ）

（ 最 新 の ５ 編 ）

研 究 業 績

（ 主 要 ５ 件 ）

歯学部口腔保健学科歯科衛生士育成ユニット

大学運営における主な
役職履歴（過去5年間）

口腔保健科長（2017-）　臨床実習検討部会長（2017－）　臨床実習運営部会長（2020－）　
教務部会長（2021）口腔保健学科長（2022-)

邵 仁浩
教授

専 門 分 野

教 育 実 績

担当講座名称 単位数 講義時間数

口腔リハビリテーション系
歯科医学Ⅱ（歯周病）

歯科予防処置論

九州大学大学院 博士（歯学）　医療経営・管理学修士（専門職）


